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佐藤一斎における自然観と修養法 
 
 
野村 英登（TIEPh） 
 
 
 
 
１． はじめに 
中国思想における天人相関説には二つの方向性がある。一つは規範としての天人相関説で、天（自
然）の中に倫理の源泉を読み込み、社会規範の担保にしようとするものだ。もう一つは力学としての
天人相関説で、天（自然）と人の相互影響から、自然の操作可能性を期待するものである。前者の方
向性は儒教倫理として展開し、性善説などの根拠となっていった。後者の方向性は風水思想に結実し、
都市設計から個人の住宅、死者の埋葬まで生活環境全般に影響を及ぼし、人々の幸運を求める欲望に
応えるようになった。本論では、前者の立場、自然の中に人として生きるための倫理を見出そうとす
る思考に注目したい。具体的には、日本における展開として、江戸後期の佐藤一斎（1772～1859）
の事例を取り上げる。 
佐藤一斎は、幕府の大学頭である林家の塾長として長く活躍し、最後には彼自身幕府の儒臣となり、
多くの門人を育て、後世への影響も大きい。その主著となる『言志四録』1は、西郷隆盛が百一ヵ条
を抄出して座右の書としたこともあり、現在でもなお自己修養の書として読みつがれている。例えば
ジュンク堂などの書店において、ビジネス書で古典を扱っているコーナーでは、論語、孫子に遠く及
ばないものの、『言志四録』という書名が冠された書籍が何冊かみとめられる。江戸期の儒者に関す
る著作では、吉田松陰や山田方谷など人物名が冠される場合が多く、その点で佐藤一斎の場合はその
著作の思想性がより注目されているといえる。 
しかし一方で、明治大正期には、佐藤一斎は名文家としてその詩文もよく読まれていた。国立国会
図書館デジタル化資料データベースを「佐藤一斎」で検索すると、佐藤一斎の文章を収録する 1800
～1899 年刊行の書籍 184 件中 100 件近くの書籍が名家名文として一斎の文章を載せている2。そして
その多くが、紀行文である。ところが佐藤一斎の自然観については、理気説の立場からその宇宙論を
論ずる理論的な研究はあるものの3、実際に自然とどう関わるかという実践的な問題はあまり顧みら
れてこなかった。初期の研究において、旅行の重視が学校教育における保健体育の重要性に読み替え
                                                   
1 『言志録』、『言志後録』、『言志晩録』、『言志耋録』四書をまとめたもの。 
2 http://dl.ndl.go.jp、2013 年 3 月 1 日現在。 
3 黒沢 1986、清水 2003a、清水 2003b など。 
キーワード：佐藤一斎、天人相関説、静坐、身体論 
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られたぐらいであろうか4。ここでは主として佐藤一斎の修養論における具体的な実践に注目し、自
然との関係性をいかに位置づけているか考察してみたい。 
 
 
２．自然と学び 
 佐藤一斎の紀行文でよく読まれてきたものの一つに「日光山行記」がある5。文政元年（1818）に、
一斎が実際に日光へ旅行したときの記録なのだが、東照宮などの名所旧跡には触れず、主に自然の風
景を叙していることが、その特徴として指摘されている6。佐藤一斎が書物を読むだけでなく、実際
に旅行をすることも学問であることを主張していたことは、教育の現場でも注目されていたが7、そ
の主眼は自然と実際に触れ合うことにあった。佐藤一斎は「実際の学問」について次のように述べて
いる。 
山嶽に登り、川海を涉り、數十百里を走るに、時有つてか露宿して寐ねず。時有つてか饑うれ
ども食はず。寒けれども衣ず。此れは是れ多少實際の學問なり。夫の徒爾に明窓淨几にて香を
焚き書を讀むが若きは、恐らくは力を得るの處少なからん。（言 58）8 
 読書人と言い慣わされるように、儒教的知識人の本分は聖人の残した経典の読解を通じて自己修養
を行うことにあった。佐藤一斎も儒者としてもちろん経典の学習を重視していた。にも関わらずここ
では、旅行をして自然に触れ合うことは読書よりも学びとしての効果が高いと述べている。「太上は
天を師とし、其の次は人を師とし、其の次は經を師とす。」（言 2）と述べるように、一斎にとっては、
人為的なものよりも天に学ぶことが重要であった。学ぶべき天の意志が現れたもの、それが自然であ
る。 
吾れ俯仰して之れを觀察すれば、日月は昭然として明を掲げ、星辰は燦然として文を列し、春
風は和燠にして化を宣べ、雨露は膏澤として物に洽く、霜雪は氣凛然として肅に、雷霆は威赫
然として震に、山嶽は安靜にして遷らず、河海は弘量能く納れ、豁壑は深して測るべからずし
て、原野は廣くして隱す所無し。而も元氣は生生として息まず、其の閒に斡旋す。凡そ此れ皆
天地の一大政事にして、所謂天道は至敎なり。風雨霜露も敎に非らざる無き者、人君最も宜し
く此を體すべし。（言 171） 
 儒教の目的である経世済民を実現するために、政治をどのように行えばよいか、人の上に立つ者は
                                                   
4 高瀬 1922、489-490 頁。 
5 例えば大東文化協會編『皇國漢文讀本 : 新教授要目準據. 第 3 學年用』(東京開成館, 1937)、http://dl.ndl.go.jp/ 
info:ndljp/pid/1880865/36、2013 年 3 月 1 日現在。 
6 例えば武内義雄編『新輯漢文実業学校用教授備考. 巻 3』(東京開成館, 1939) 、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/ 
1103454/58、2013 年 3 月 1 日現在。 
7 例えば武内義雄編『新輯漢文実業学校用教授備考. 巻 2』(東京開成館, 1939) 、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/ 
1103456/46、2013 年 3 月 1 日現在。 
8 以下『言志四録』の引用は明徳出版社版佐藤一斎全集にもとづき、言・後・晩・耊と略記する。また紙幅の関
係で訓読のみを載せる。なお訓読は一部改めた。 
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どうあればよいか、その答えは自然の中にあるというのだ。だから人間しかいない都市の中で暮らし
ているだけでは本当の学びはできない。 
終年都城内に奔走すれば、自ら天地の大爲るを知らず。時に川海に泛ぶべく、時に邱嶽に登る
べく、時に蒼莽の野に行くべし。此れも亦心學なり。（後 66） 
佐藤一斎にとっては、自然と触れ合うことも心学、つまり自分の心を養う学びだと佐藤一斎は述べ、
街を出て自然の中に身を置くことの重要性を強調する。つまり自然から何か働きかけてくるのではな
く、あくまで人間が自らの心に向き合うための媒介として、自然が要請されているのである。 
仰ぎて山を觀れば、厚重にして遷らず。俯して水を見れば、汪洋として極り無し。仰ぎて山を
觀れば、春秋に變化し、俯して水を見れば、晝夜に流注す。仰ぎて山を觀れば、雲を吐き煙を
呑み、俯して水を見れば、波を揚げ瀾を起す。仰ぎて山を觀れば、巍として其の頂を隆くし、
俯して水を見れば、遠く其の源を疏く。山水に心無く、人を以て心と爲す。一俯一仰、敎に非
ざるは莫きなり。（後 155） 
 山水自体が何かを伝えてくれるわけではない。その変化のありように、人の心が細やかに気づくこ
と、それが天の教えを学ぶになるというのが佐藤一斎の考える学びである。しかも一斎は、こうした
学びは孔子にまでその起源を遡ることができるとした。『論語』や『孟子』を踏まえながら、次のよ
うに佐藤一斎は述べている。 
孔子川上に在りて逝く者を嘆じ、滄浪を過ぎて孺子に感じ、舞雩に遊びて樊遲を善しとし、浴
沂に曾點に與し、東山に登りて魯國を小とし、泰山に登りて天下を藐とす。聖人の遊觀は學に
非ざるは無きなり。（後 73） 
つまり佐藤一斎にとって、こうした旅をして自然に学ぶことは、儒教の伝統としてきわめて正統的
な学びであったのだ。 
 
 
３．自然の奥の見えない自然 
佐藤一斎は自然に学ぶことの重要性を強調したが、その学ぶべき対象は前節で言及したような、目
に見える自然の事象にとどまらない。その奥にある目に見えないもの、自然の本性やそのダイナミズ
ムも、一斎にとっては重要な学びの対象だった。 
まず佐藤一斎は、ただ自然を見えるままに見ることを否定する。きれいな風景を見ると心が癒され
る。よく言われることで、そのような自然との触れ合い方も十分に価値があるだろう。おそらくそれ
は、自然の静的な側面に心が感応しているということだろう。佐藤一斎はむしろ自然の動的な側面に
も注目する。例えば山や川を見るときに、一般には山は動かず、川は流れるものとして観念する。し
かし一斎は山水に対する通念を逆転させる。 
山嶽も亦晝夜を舍かず。川流も亦寂然として動かず。（後 124） 
動かないはずの山も中に立ち入れば刻々と変化しているし、動いている川の流れも水としての本質
 
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.7 
42 
は変化していない。 
山は實を以て體と爲し、而も其の用は虚なり。水は虚を以て體と爲し、而も其の用は實なり。（後
123） 
 人は一般に目に見えるもの、「実」なるものに注目しがちである。しかしむしろ目に見えないもの、
「虚」なるものに注目しなくてはならない。そこで学ぶべきことは人為の不在である。 
布置宜しきを得て、而も安排を假らざる者は山川なり。（言 93） 
山や川はあるべき場所にあり流れるべき場所を流れる。ただしそれは誰かがそのようにしようと意
図して配置されたものではない。そうなるべくしてなったものである。人為の不在による自然の美を
みるとき、翻って人間が生きる上でも、実は人為の不在が望ましいことに気づく。 
そのような自然の奥に潜むものにどうやって気付けばよいのだろうか。佐藤一斎は、対象との間に
距離をおくように、と言う。 
艮は篤實輝光と爲す。君子の象なり。物の實有る者は、遠くして益々輝き、近ければ則ち之に
狎れて、美なるを覺えざるなり。月に面して月を看るは、月を背にして月を觀るに如かず。花
に近づきて花を看るは、花に遠ざかりて花を瞻るに如かず。（後 85） 
しかし背中越しには月は見えないし、遠くからでは花の形は分からない。では何を見ればよいのだ
ろうか。 
月を看るは、淸氣を觀るなり。圓缺晴翳の閒には在らず。花を看るは、生意を觀るなり。紅紫
香臭の外に存す。（後 140） 
月そのもの花そのものではなく、その奥に潜みそこから漏れ出てくる清気や生意を見るのである。
それは何のためか。 
人の月を看るは、皆徒らに看るなり。須らく此に於て宇宙窮り無きの概を想ふべし。（言 91） 
ただ漫然と月を見るのではなく、そこに世界の変化を思わなくてはならない、と佐藤一斎は述べる。
また花については次のようにも語っている。 
已むを得ざるに薄りて、而る後に諸を外に發する者は花なり。（言 92） 
 咲こうと思って花は咲いているのではない。やむにやまれず自らの生命を解き放って花は咲いてい
る。自然はみなそうなのだ、と佐藤一斎は考える。 
雲烟は已むを得ざるに聚り、風雨は已むを得ざるに洩れ、雷霆は已むを得ざるに震ふ。斯ち以
て至誠の作用を觀るべし。（言 124） 
そして、そのような自然の変化の中に、誠実さというものの真理を見よと言っているのである。意
図的に人為的に何事かなそうとするのではなく、自然と沸き立つ心に動かされて、なすべきことをな
すべきように行うこと。自然を観察することでそれを学ぶようにと佐藤一斎は訴えているのだ。 
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４．天地と心身 
それにしても、自然から人としてのあるべき姿を学ぶことが、そもそもどうして可能なのか。佐藤
一斎の考える自然と人間の関係性について確認してみよう。一斎は、人間とは、その他の万物と同様
に地から生まれた存在であるという。 
人と萬物とは、畢竟地を離るること能はず。人と物と皆地なり。今試に且らく心を六合の外に
游ばせ、以て世界を俯瞰せんに、但だ世界の一彈丸黑子の如きを見るのみにて、而も人と物と
は見るべからず。是に於て思察す、此の中に川海有り、山嶽有り。禽獸草木有り。人類有り。
渾然として此の一彈丸を成す、と。着想して此に到らば、乃ち人と物との地爲るを知らん。（言
197） 
地上を遠くから眺めれば、人間はもちろん、山川草木から禽獣にいたるまで地の中に溶け込んで目
で見て判別することなどできない。それはとりもなおさず、人間が地の気を受けて生まれたからだ、
と佐藤一斎は考える。 
水氣結びて魚鼈と爲る。魚鼈は卽ち水なり。而れども魚鼈は自ら其の水爲るを知らず。山氣結
びて禽獸と爲り、草木と爲る。禽獸草木は卽ち山なり。而れども禽獸草木は自ら其の山爲るを
知らず。地氣の精英結びて人と爲る。人は卽ち地なり。而れども人自ら其の地爲るを知らず。（言
196） 
 人は魚や獣や草木と同様に自身が地と一体であることを知らないだけなのである。ただし、地の気
を受けてできているのは、人間の身体の部分だけに過ぎない。 
擧目の百物、皆來處有り。軀殼の父母に出ずるも、亦來處なり。心に至りては、則ち來處何く
にか在る。余曰く、軀殼は是れ地氣の精英にして、父母に由つて之れを聚む。心は則ち天なり。
軀殼成りて天焉に寓し、天寓して知覺生じ、天離れて知覺泯ぶ。心の來處、乃ち大虚是れのみ。
（言 97） 
 地から生まれた身体に天が宿ったとき、そこにはじめて心が生まれる。ただし佐藤一斎は、たんな
る概念的な理解としてそのように考えたのではない。 
此の心靈昭不昧にして、衆理具り、萬事出づ。果して何れ從りして之れを得たる。吾が生の前、
此の心何れの處にか放在せし。吾が歿するの後、此の心何れの處にか歸宿する。果して生歿有
るか、無きか。着想して此に到れば、凛凛として自ら惕る。吾が心卽ち天なり。（言 198） 
心の不可思議な働きに思いをいたして、実感としてそのように感じ取ったのだ。現在一般に言われ
る霊魂のようなものとして心が想定されていることがここから分かる。 
心を天から授かり、身体を地から授かる。現代科学の立場に立てば、それはほとんど意味のない言
説である。しかし人間の心と身体の由来を分離して考えることは、自己修養を実践する上で有用な思
考法として要請されたのである。 
朱子学以降の儒教の大きな立場として、人間は生まれながらにして善なる存在である、と考える性
善説がある。この立場は唐代以前の儒教では必ずしも支配的な思想ではなかった。現実に悪人を前に
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したとき、それでも性善を強弁するのは難しい。だから朱子学以降では理気二元論の立場をとり、人
によって生まれついての気の偏りがあるため、結果として善人悪人の違いが生まれるという立場を
とった。佐藤一斎の考え方も基本的にはこうした新儒教の発想に準じている9。 
人身の生氣は、乃ち地氣の精なり。故に生物必ず欲有り。地、善惡を兼ぬ。故に欲も亦善惡有
り。（言 111） 
天は善でしかあり得ないが、地は善でも悪でもあり得る。だから地から生まれた存在が等しく持っ
ている欲望は、善でも悪でもある。だから世の中には善人も悪人もいることになる。ここでは重要な
のは、たんに欲望が悪ではなく善でもあり得る点である。 
草木の生氣有りて、日に暢茂するは、是れ其の欲なり。其の枝葉の長ずる所に從へば、則ち欲
漏る。故に其の枝葉を伐れば、則ち生氣、根に反りて、幹乃ち大なり。人の如きも亦軀殼の欲
に從へば則ち欲漏る。欲漏るれば則ち神耗して、靈なること能はざるなり。故に欲を外に窒げ
ば、則ち生氣内に畜へられて心乃ち靈に、身も亦健なり。（言 112） 
 欲望はいわば生命力の発露なのだ。だから発揮しすぎれば身を滅ぼすが、かといって欲望そのもの
を失ってしまっては、生きる力もまた失われる。欲望を発散せずに心を育て身体を強くする、それが
佐藤一斎の修養論の基礎となる。 
人の受くる所の氣は、其厚薄の分數、大抵相若たり。軀の大小、壽の脩短、力の強弱、心の智
愚の如き、大いに相遠ざかる者無し。其の閒に一處の厚きを受くる者有れば、皆之れを非常と
謂ふ。非常なるは則ち姑く之れを置く。就ち常人の如きは、軀と壽と力の分數、之れを奈何と
もすべからず。獨り心の智愚に至りては、以て學んで之れを變化すべし。故に博學審問愼思明
辨篤行、人之れを一たび十たびすれば、己れ之れを百たび千たびす。果して此の道を能くすれ
ば、愚なりと雖も必ず明も、柔なりと雖も必ず強く、以て漸く非常の域に進むべし。蓋し此の
理有り。但だ常人は多く遊惰にして然する能はず。豈に亦天に算籌有るか。（言 199） 
 ただし、人は持って生まれた身体を変えることは難しいというのが佐藤一斎の立場である。この点
はいわゆる養生法と一見対立しているようにみえる。一斎は身体を鍛えることに限界はあっても、心
を鍛えることには限界がないとしている。心が学習によって鍛錬し変えていくことができるのは、心
が天に由来するからに他ならない。天から与えられたものは誰にも等しく可能性として開かれている
からである。 
佐藤一斎が目に見えない自然の変化を観察することを重視しているのは、自然の本質を見極めるこ
とが人間の本質を見極めることにつながるからである。いかにして自己修養を実践すればよいか、そ
の道筋を示してくれるというわけだ。 
 
                                                   
9 そもそもこうした発想は新儒教の創見ではないが、それがどのような経緯で新儒教に接続されてきたかをここ
では問題としない。その概略は、溝口雄三・丸山松幸・池田知久編『中国思想文化事典』（東京大学出版会、2001
年）などで全体を見通せる。 
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５．修養法としての静坐 
さて、自然を観察し、人間の本質をつかんだとして、具体的にはどうすれば自らを高めていくこと
ができるのだろうか。その鍵となる考え方を、佐藤一斎は朱熹から学んでいる。 
人は地氣の精英爲り。地に生れて地に死し、畢竟地を離るる能はず。宜しく地の體何物爲るか
を察すべし。朱子謂ふ、地は却つて是れ空闕の處有り。天の氣、貫きて地中に在り。却つて虚
にして以て天の氣を受くる有り、と。理、或は然らん。余の作る所の地體圖は、知らず、能く
彷彿を得るや否や。（晩 77） 
地面の中が空っぽであれば、そこに天の気が降りてくる。天は陽、地は陰であるから、天の気は陽
の気ということになる。この陽の気が地面の中に降りてくるとはどういう事態か。佐藤一斎は易理を
用いてそれを説明している。 
震は乾陽の初起爲り。卽ち氣原なり。其の發して離の虚に感ずれば、則ち雷霆と爲り、坎の實
に觸るれば、則ち地震と爲る。人に於ては志氣と爲る。動天驚地事業。亦不外此震氣。（晩 78） 
 震卦（☳）は陰爻二本の下に陽爻一本がある、つまり陽の気が地面から出ようとしているところを
表している。一斎はそれが離卦（☲）や坎卦（☵）と組み合わさって六十四卦の豊卦や屯卦となるこ
とを述べているのだが、それはひとまず措く。ここでは、このいったん地中に降りた陽の気が上へと
昇っていくと、天にあっては雷鳴に、地にあっては地震になるということだけ踏まえていればよい。
つまり地面の中にある天の気が空や大地を揺らす力となっている。そしてその気が人の中にあれば、
人を揺り動かす意志となる、ということなのだ。 
そうなると、天の意志を発揮するには、まず天の気である震の気を身体に呼び込めばよいことにな
る。人間の場合は、震の気が蓄えられるのは腹部になる。 
人身、臍を受氣の蒂と爲せば、則ち震氣は此より發す。宜しく實を臍下に畜へ、虚を臍上に函
れ、呼吸は臍上と相消息し、筋力は臍下より運動すべし。思慮云爲は、皆此に根柢す。凡百の
技能も亦多く此くの如し。（晩 79） 
 人は母の胎内にあるときは、臍の緒を通じて呼吸している。つまり人間が気を最初に受け取る場所
は口ではなく臍だったのだ。だから、天の気は腹部から発せられると考えられた。上述したように身
体そのものは持って生まれた差異があり、根本的に変化させることはできないとしても、しかし心や
意志を変えるには身体を使わなければならない。呼吸によって臍から上を空っぽにし、逆に臍から下
には力を込めて充実させる。老子のいう上虚下実の考え方だが、これは東アジアの伝統的な養生思想
における瞑想法の実践なのである10。儒教ではその瞑想法を静坐と呼んだ。 
凡そ生物は皆養に資る。天生じて地之れを養ふ。人は則ち地氣の精英なり。吾れ靜坐して以て
氣を養ひ、動行して以て體を養ひ、氣體相資けて、以て此の生を養はんと欲するは、地に從ひ
                                                   
10 野村 2012 
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て天に事ふる所以なり。（晩 275） 
佐藤一斎にとって静坐の実践により気を養うことは、自然の摂理にしたがって、自らの身体におい
て天そのものである心の力を十全に発揮するための方法だったのである。 
 
 
６．おわりに――静坐と読書 
佐藤一斎にとっては、経典を読むことはたんに読書することではなかった。 
經書を讀むは、卽ち我が心を讀むなり。認めて外物と做す勿れ。我が心を讀むは、卽ち天を讀
むなり。認めて人心と做す勿れ。（耊 3） 
 自身の心を読むことであり、それは天を読むことであった。したがって言葉に囚われてしまうこと
は読書として本意ではない。 
經書の文字は、文字を以て之れを注明するも可なり。意味は則ち當に我が心を以て透入して之
れを得べし。畢竟文字を着くる能はず。（言 235） 
經を窮むるには、須らく此の心に考據し、此の心に引證するを要すべし。如し徒らに文字の上
に就いてのみ考據引證して、輒ち經を窮むるは此に止まると謂ふは、則ち陋なること甚し。（言
236） 
常に自分の心と向き合いながら、書かれていることの意味を考えるのが、経典を読むという行為で
あった。自分の心に向き合うことが読書の真実であるのなら、それは実のところ、瞑想法による自己
修養と何ら異なることがない、ということになる。 
吾れ讀書と靜坐を把りて一片と打做さんと欲し、因りて自ら之れを試む。經を讀む時は、寧靜
に端坐し、卷を披らきて目を涉し、一事一理必ず之れを心に求むるに、乃ち能く之れと默契し、
恍として自得する有り。此の際、眞に是れ無欲なれば、卽ち是れ主靜なり。必ずしも一日各半
の工夫を做さず。（晩 74） 
 朱熹の唱えた半日静坐半日読書（『朱子語類』巻 116）を踏まえて、心を静かにして書物を読めば
読書という行為自体が静坐となり得るとしている。どれだけ自然と触れ合い自然に学ぶことが重要だ
としても、隠者のように自然の中で暮らし続けることができる人は限られる。佐藤一斎のように都市
にあって、人と交わり、社会の中で活躍しようとしている人間であれば、なおさら自然とだけ向き合っ
てはいられない。しかし、自然と相対する中でつかみとった感覚をつきつめれば、それは読書という
日々の生活での学びの中に、同じものを見つけることが可能になる、ということなのである。そのよ
うな理想の生活を一斎は次のように描写している。 
每旦鷄鳴きて起き、澄心默坐すること一晌、自ら夜氣の存否如何を察し、然る後蓐を出でて盥
嗽し、經書を讀み、日出でて事を視る。每夜昏刻より人定に至りて、内外の事を了し、閒有れ
ば則ち古人の語録を讀み、人定の後に亦澄心默坐すること一晌、自ら日閒に行ふ所の當否如何
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を省み、然る後寢に就く。余、近年此れを守つて以て常度と爲さんと欲す。然れども此の事易
きに似て難く、常常是の如くなること能はず。（後 245） 
 簡単なようで難しく、日常的に行うことはできないと述懐するのは、佐藤一斎の偽らざる本心では
ないだろうか。しかし高尚な理論をいくら積み上げようとも日々の実践なしには何の意味もない。そ
してその日々の実践は、花が咲くように、風が吹くように、意図することなくやむにやまれずして行
われなくてはならない。自然と自らの身体とのつながりを確かに意識してこそ、それは体現されるこ
とが期待できるものなのだろう。 
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Conception of nature and Mind training by SATO Issai 
 
NOMURA Hideto 
 
Integration of heaven and human thought is bi-directional. One is to integration of heaven 
and human thought of norms; it is to read ethical origin into heaven (nature) and compensate 
social norms. The other is of dynamics; it is to expect a possibility of natural operation from 
reciprocal influence between heaven (nature) and human beings. The former developed as 
Confucian ethics and has been a basis of belief that human nature is fundamentally good. The 
latter evolved into the Feng shui thought and influenced overall living environments: 
city-planning, indivisual housing, right down to burials of the dead. Now the latter became the 
one that satisfies people's desires for hapiness. In this theory, we would like to concentrate the 
case of Issai Satou of the late Edo period, as in Japan the development of the former―thoughts to 
find ethics to live as people in nature. 
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